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第 4 回定例会予定
12 月 1日　開会
12 月15日～19日 一般質問
12 月22日　閉会
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総額 246 億５千万円
平成 28 年度決算を認定

◎決算審査の各委員会では・・◎
平成 28 年度の決算審査を現地調査を含めて
　総務常任委員会　　　平成 29 年 9 月 15 日～２０日（３日間）
　文教厚生常任委員会　平成 29 年 9 月 15 日～２０日（３日間）
　建設経済常任委員会　平成 29 年 9 月 15 日～２1 日（４日間）
慎重に審査した結果を 29 日の本会議において、それぞれ全会一致で認定す
べきと報告を行いました。

文教厚生常任委員会

曽於市学力向上プラン！ 市内地域医療の状況は！

　市独自の施策である学力向上支援員 10
人、特別支援教育支援員 17 人を配置して取
り組んだ結果、中学校は年々県との差が縮ま
る傾向がある。今後学力格差の解消や教員の
指導力向上が喫緊の課題である。点数を引き
上げることが自己目的にならないよう、子ど
ものやる気や特性を引き出し伸ばす教育的指
導にカを入れて欲しいとの意見があった。

　曽於医師会夜間急病センターの利用は？
平成 27 年度は前年度比 60 人増
平成 28 年度は前年度比 59 人減
全体として横ばいである。
市内の地域医療を充実、強化することは非常
に大事なことである。
今後ももっと力を入れてほしいとの意見が
あった。

難聴地域を解消



3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。詳しくは曽於市議会ホームページをご覧ください。

総務常任委員会

建設経済常任委員会

コミュニテイ FM 放送発信！

増築の効果は！

財部中央分団詰所の移転！

集中豪雨や台風のつめあと！

　平成 25 年度に事業開始してから、事業の
中断や中継局の移設、それに伴う工事費の増
額など、反省する点がある。反省点を今後の
事業にどう活かすかが大事である。

　平成 29 年４月にリニューアルオープンし
た道の駅すえよしの直売所とレストランは、
平成 28 年より売上げも多くなり、増築効果
が出ている。また、多言語パンフレットや多
言語表示板を設置したことで、平成 29 年４
月～８月まで約 1,100 人の外国人の来客が
あり、約 70 万円の売上げがあった。今後も
売上げが伸びそうである。

　歩道の縁石が消防車両の出入りに支障があ
ると聞いている。県道のため県と協議中であ
るが、根拠がしっかりしていれば撤去が可能
である。

　平成 28 年度分の国の対象となる 40 万円以
上の農地・農業用施設の災害箇所は市全体で
408 箇所
　（大隅 354 箇所、財部 28 箇所，末吉 26 箇所）
内訳は、農地災害 260 箇所，施設災害 148 箇所
国の査定金額は 11 億 8,400 万円となり、災
害箇所も多く国の災害査定も１月までかかり、
ほとんどの工事が平成 29 年度に繰越となった。

コミュニティFM
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保
育
所
等
整
備
補
助
事
業
に
１
億
３
０
８
４
万
円
（
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
）

第３回定例会
　・ 会　　期　　平成 29 年 8 月 25 日　～ 9 月 29 日（36 日間）
　・ 一般質問　　6 名の議員が登壇　　（詳細は 6 ～ 11 ページ）

全国和牛能力共進会に本市出品の「ほうび号」　（詳細は 13 ページ）

○　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
は
、

保
育
所
等
整
備
補
助
事
業
や
就
学
援
助
シ
ス
テ
ム
導
入
業

務
委
託
料
２
９
７
万
円
、
大
学
等
進
学
祝
金
贈
呈
事
業

５
７
５
万
円
、
森
林
・
林
業
振
興
事
業
５
４
２
０
万
円
、
現

年
発
生
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
複
旧
費
１
億
２
９
３
４
万

円
等
が
主
な
も
の
で
す
。

○　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、

台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
地
・
農
業
用
施
設
の
早
急
な

災
害
復
旧
費
４
９
９
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

○ 

「
畜
産
振
興
基
金
条
例
」
や
「
曽
於
高
校
総
合
支
援
対
策

事
業
」の
一
部
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。 （
詳
細
は
、５
ペ
ー
ジ
）　

 

○　

議
決
結
果
一
覧
を
掲
載
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
14
～
15
ペ
ー
ジ
）

補　正条例その他
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全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

全
会
一
致　

可
決

　

社
会
福
祉
法
人
恵け
い

昭し
ょ
う

会か
い

（
片
田
昭
一
理
事
長
）
が

財
部
南
校
区
に
、
建
築
面
積
９
５
１
㎡
の
国
県
補
助

１
億
８
２
０
万
円
・
市
補
助
２
２
６
３
万
円
・
事
業

者
負
担
１
億
１
２
１
５
万
円
の
負
担
割
合
で
移
転
新

築
す
る
事
業
費
で
あ
り
ま
す
。

　

定
員
は
現
在
40
名
→
50
名
（
10
名
増
）
に
。

　

開
設
は
平
成
30
年
８
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
子
牛
価
格
が
高
騰
、
肥
育
経
営
の
収
益
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
肉
用
牛
肥
育
素
牛
導
入
に
対
す
る
支
援
対
策

と
し
て
、
貸
付
頭
数
を
年
間
１
対
象
者
に
つ
き
、
５
頭
以
内
か

ら
10
頭
以
内
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

曽
於
高
校
卒
業
生
に
対
す

る
大
学
進
学
祝
金
贈
呈
事
業

を
充
実
さ
せ
、
入
学
者
を
促

進
し
、
有
能
な
人
材
育
成
を

図
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

　

国
立
大
学
・
公
立
大
学
等
に

進
学
し
た
者
等
一
人
に
30
万

円
、
前
者
に
掲
げ
る
者
の
ほ

か
、
学
力
が
平
均
水
準
以
上

の
者
に
５
万
円
を
贈
呈
す
る

の
が
主
な
も
の
で
す
。

現在の認定こども園きらり園

第 1 期生の卒業式

認
定
こ
ど
も
園
き
ら
り
園
新
築
工
事

「
畜
産
経
営
の
安
定
化
」
の
推
進
の
た
め

５
頭
以
内⇒

10
頭
以
内
に
改
正

「
国
立
又
は
公
立
大
学
等
」へ
の

　
進
学
者
に
30
万
円
贈
呈

補　正

条例改正
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曽
於
市
へ
の
民
間
ホ
テ
ル
の
誘
致
は

市
長
／
資
金
計
画
や
建
設
計
画
の
目
途
は
立
っ
て
い
な
い

問　
民
間
ホ
テ
ル
な
が
や
ま

の
出
店
状
況
は
。

市
長　

資
金
計
画
を
含
め
て

検
討
し
て
い
る
。

問　
立
地
協
定
は
い
つ
か
。

資
金
計
画
や
建
設
計
画
の
目

途
は
。

市
長　

資
金
計
画
や
建
設
計

画
等
検
討
さ
れ
て
お
り
、
立

地
協
定
ま
で
は
進
ん
で
い
な

い
。

問　
設
置
場
所
は
メ
セ
ナ
温

泉
セ
ン
タ
ー
横
、
建
物
の
規

模
は
6
階
、
客
室
は
20
部
屋

と
聞
い
て
い
る
が
。

市
長　

工
事
費
の
減
額
が
あ

れ
ば
変
更
も
あ
り
う
る
。

問　
資
金
の
目
途
や
建
物
計

画
は
。

市
長　

現
在
の
と
こ
ろ
OK
は

出
て
い
な
い
。

問　
立
地
協
定
、
完
成
年
度

は
、
い
つ
頃
か
。

市
長　

目
途
が
立
つ
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

問　
市
内
の
商
工
業
者
の
現

在
の
経
営
・
実
態
は
。

市
長　

平
成
27
年
の
経
営
動

向
調
査
に
よ
る
と
「
良
く
な

る
」
が
2
・
3
％
、「
悪
く

な
る
」
が
52
・
2
％
と
な
っ

て
い
る
。

問　
商
品
券
発
行
金
額
を
増

額
に
す
る
考
え
は
。

市
長　

発
行
金
額
を
増
額
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

問　
今
後
の
考
え
方
は
。

市
長　

全
体
で
一
億
円
位
の

売
上
は
で
き
な
い
か
内
部
検

討
し
て
い
る
。
新
年
度
予
算

で
出
せ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

物
品
購
入
も
、
市
内
で
の
購

入
を
大
原
則
と
し
て
い
る
。

問　
6
月
・
12
月
の
年
2
回

の
発
行
は
。

市
長　

商
工
会
と
検
討
し
た

い
。

問　
現
状
を
ど
の
様
に
受
け

止
め
、
現
地
を
何
回
見
た
か
。

市
長　

現
在
ま
で
５
回
程
見

て
い
る
。
会
社
に
は
一
日
も

早
く
廃
ビ
ニ
ー
ル
を
撤
去
し

て
も
ら
い
た
い
。

問　
話
し
合
い
の
内
容
は
。

市
長　

本
年
７
月
13
日
に
鹿

児
島
市
内
で
面
会
し
た
。
出

来
る
だ
け
早
い
段
階
で
徹
去

し
た
い
と
の
意
向
で
あ
る
。

問　
企
業
が
取
得
し
た
土
地

の
取
り
扱
い
は
。

市
長　

地
域
住
民
の
声
を
伝

え
て
い
き
た
い
。

問　
市
と
し
て
条
例
、
規
則

を
見
直
す
べ
き
で
は
。

市
長　

市
の
環
境
を
守
る
こ

と
は
大
事
な
事
で
あ
り
充
分

検
討
し
た
い
。

海野　隆平議員

一日でも早く撤去を

買い物は
地元の店を利用
してください！

市政を問う
一般質問とは議員が市政全般にわたり、 

市の考えを問うものです。

一般質問
６議員登壇

プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域 

商
品
券
事
業
の
増
額
を

蔵
之
町
地
区
廃
ビ
ニ
ー
ル

洗
浄
施
設
の
対
応
は
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問　
学
校
給
食
費
の
支
援
は

ど
の
よ
う
な
方
向
性
で
考
え

て
い
る
か
。

市
長　

子
育
て
支
援
の
一
環

と
し
て
３
分
の
１
程
度
を
支

援
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

問　
低
所
得
者
向
け
の
入
学

準
備
金
の
支
給
時
期
を
入
学

後
か
ら
３
月
に
前
倒
し
を
考

え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
長　

新
中
学
１
年
生
に

な
る
現
在
の
小
学
６
年
生
を

対
象
に
平
成
30
年
２
月
に
前

倒
し
し
て
支
給
し
た
い
と
考

え
本
議
会
に
補
正
予
算
を
計

上
し
た
。
新
小
学
１
年
生
の

支
給
は
、
他
市
の
状
況
を
確

認
し
検
討
し
た
い
。

問　
各
小
中
学
校
の
校
長
室 

・
職
員
室
の
空
調
の
有
無
は
。

教
育
長　

小
学
校
の
空
調
設

備
は
、
校
長
室
が
20
校
中
11

校
、
職
員
室
は
、
20
校
中
10

校
設
置
済
み
で
あ
る
。

　

中
学
校
の
校
長
室
・
職
員

室
は
3
校
と
も
設
置
済
み
で

あ
る
。

問　
先
の
市
長
選
挙
の
各
年

代
別
の
投
票
率
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

先
の
市
長
選
挙
の
投
票
率

は
全
体
で
64
・
47
％
で
あ
る
。

問　
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

の
設
置
場
所
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

投
票
区
が
44
投
票
区
か
ら

27
投
票
区
に
再
編
さ
れ
、
再

編
前
に
３
１
１
カ
所
あ
っ
た

設
置
数
は
、
２
１
３
カ
所
と

な
っ
た
。

問　
昨
年
の
台
風
16
号
に
よ

る
河
川
の
流
木
除
去
は
。

市
長　

建
設
会
社
に
委
託
し

す
べ
て
処
理
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
改
め
て
調
査
し
た
結

果
、
橋
梁
に
流
木
が
堆
積
し

て
、
河
川
の
流
れ
を
阻
害
し

て
い
た
た
め
早
急
な
処
理
作

業
を
指
示
し
た
。

投票率アップ !!

楽しい給食風景

ちょっと ひとりごと

何事も事前の備えが
大事だよな

選
挙
の
投
票
率
ア
ッ
プ
は

集
中
豪
雨
対
策
は

義務教育の支援の方向性は
市長／�子育て支援の一環として支援できないか�

検討している
泊ヶ山　正文議員

各年代別投票率
10歳代 36.64％
20歳代 40.19％
30歳代 49.49％
40歳代 59.32％
50歳代 68.97％
60歳代 77.32％
70歳代 81.07％

80歳以上 55.09％
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学校給食費の３分の１補助が
定住促進につながればいいな

市
長　

本
来
は
国
が
積
極
的

に
支
援
す
べ
き
だ
と
思
う
。

市
と
し
て
は
、
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
一
定
の
支
援

を
考
え
て
い
る
。

問　
支
援
の
内
容
は
何
か
。

市
長　

来
年
度
よ
り
小
・
中

学
校
全
員
の
給
食
費
を
３
分

の
１
補
助
し
た
い
。

問　
曽
於
高
校
支
援
策
条
例

改
正
の
理
由
は
何
か
。

市
長　

市
内
の
中
学
生
で
大

学
進
学
希
望
者
が
、
通
学
の

利
便
性
や
進
学
実
績
な
ど
か

ら
、
市
外
の
高
校
へ
進
学
す

る
例
が
続
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
市
内
の
中
学
生
に
曽

於
高
校
を
よ
り
多
く
志
望
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
後
押

し
す
る
た
め
で
あ
る
。

問　
支
援
策
の
内
容
は
。

教
育
長　

国
公
立
大
学
等
の

入
学
者
や
成
績
値
が
５
段
階

評
価
で
４
・
５
以
上
の
者
。

芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
で
の
好
成

績
者
に
30
万
円
。
学
力
が
平

均
水
準
以
上
の
者
に
５
万
円

を
贈
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
28
年
度
卒
業
生
の
大
学

進
学
状
況
は
。

教
育
長　

国
公
立
大
学
へ
９

人
、
私
立
の
４
年
制
大
学
が

19
人
、
短
期
大
学
が
８
人
、

専
門
学
校
へ
60
人
が
進
学
し

て
い
る
。

問　
災
害
復
旧
工
事
は
、
工

期
内
に
完
了
で
き
そ
う
か
。

市
長　

現
場
は
雨
天
時
に
は

作
業
が
で
き
な
い
大
変
危
険

な
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
工
事
が
で
き
な
い
日
が
48

日
あ
っ
た
。
ま
た
工
事
箇
所

が
近
接
し
て
お
り
、
安
全
な

作
業
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

ず
、
同
時
作
業
が
困
難
で

あ
っ
た
た
め
、
工
期
内
完
了

は
で
き
そ
う
に
な
い
。

問　
地
元
住
民
は
開
通
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
。
地
元
住

民
へ
チ
ラ
シ
等
で
早
め
に
知

ら
せ
る
べ
き
で
は
。

市
長　

早
い
段
階
に
市
報
等

で
知
ら
せ
た
い
。

問　
小
・
中
学
校
の
給
食
費

を
全
額
補
助
し
て
い
る
市
町

村
が
全
国
で
55
あ
る
。

給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

学
校
給
食
の
無
償
化
を

市
長
／
来
年
度
か
ら
３
分
の
１
を
補
助
し
た
い

宮迫　勝　議員夢実現へ

曽
於
高
校
の
支
援
策
は

広
域
農
道
の

開
通
見
込
み
は

広域農道の災害現場
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毎日通る道路、
早く整備を
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問　
宅
地
へ
の
浸
水
や
未
整

備
の
農
道
に
住
民
は
改
善
を

要
望
し
て
い
る
。

市
長　

８
カ
所
以
上
の
要
望

が
あ
る
。
一
部
工
事
を
進
め

て
い
る
。
年
次
的
に
予
算
化

を
行
い
早
期
完
了
に
向
け
努

力
し
て
い
く
。

岩川・財部高校跡は
市長／無償譲渡時期は、未定

問　
岩
川
高
校
跡
へ
の
岩
川

小
移
転
建
設
は
。

教
育
長　

工
業
化
学
科
が
あ

っ
た
の
で
、
土
壌
汚
染
調
査

が
必
要
に
な
り
、
明
確
な
時

期
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　

地
元
の
中
に
は
、
現
在

地
建
て
替
え
を
希
望
す
る
声

も
あ
る
。
岩
川
商
店
街
の
活

性
化
を
含
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
取
る
べ
き
で
は
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施

し
な
い
。
ま
ち
の
活
性
化
は
、

具
体
的
に
は
現
在
ま
で
何
も

進
ん
で
い
な
い
が
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

問　

財
部
高
校
は
閉
校
が
決

ま
っ
て
か
ら
４
年
以
上
経
過

し
て
い
る
が
、
跡
地
の
有
効

活
用
策
は
。

市
長　

検
討
会
の
内
容
を
踏

ま
え
検
討
中
で
、
県
と
は
具

体
的
に
協
議
し
て
い
な
い
。

問　
幅
広
い
活
用
策
を
検
討

し
、
地
方
創
生
枠
の
予
算
を

視
野
に
入
れ
財
部
の
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
計
画
を
。

	
	

市
長　

幅
広
い
活
用
策
を
検

討
し
て
い
く
。

問　

入
居
者
は
現
在
地
建
て

替
え
を
要
望
し
て
い
る
が
。

市
長　

過
半
数
以
上
の
要
望

が
あ
り
現
在
地
を
再
検
討
し

て
い
る
。

問　

ホ
テ
ル
誘
致
の
現
状
は
。

市
長　

資
金
計
画
を
含
め
て

検
討
さ
れ
て
い
る
段
階
で
あ

る
。

問　

市
長
は
、
便
宜
の
供
与

を
図
り
、
銀
行
に
同
行
し
紹

介
し
た
と
聞
く
が
。

市
長　

市
内
の
1
カ
所
の
金

融
機
関
に
同
行
し
た
。

問　

遊
歩
道
の
階
段
の
老
朽

化
等
、
計
画
的
維
持
管
理
整

備
が
必
要
で
は
。

市
長　

県
の
観
光
事
業
に
よ

る
遊
歩
道
整
備
の
要
望
と
併

せ
整
備
す
る
。

岩水　豊議員

桜
ヶ
丘
団
地
の
建
設
地
は 行先はどこへ財部高校

ホ
テ
ル
誘
致
は

弥
五
郎
の
里
公
園
整
備

八
合
原
地
区
の

道
路
排
水
路
整
備
は

☆政治家が落成式、開店祝い等への花輪を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）

ぬかるみの八合原の道路
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国の事業を積極的に
取り入れられないかな
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問　
老
齢
層
の
安
心
対
策
は
。

市
長　

緊
急
通
報
装
置
の
設

置
を
推
進
し
、
民
生
委
員
や

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等

に
よ
る
見
守
り
を
充
実
し
た

い
。

問　

国
が
推
進
し
て
い
る
構

造
改
革
や
基
盤
づ
く
り
事
業

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

市
長　

地
域
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問　
働
き
盛
り
の
若
年
層
へ

の
取
り
組
み
が
重
要
だ
と
思

う
が
方
策
は
。

市
長　

働
く
場
所
の
確
保
も

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業

や
商
工
業
で
安
心
し
て
子
育

て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
た
い
。

問　

中
高
年
層
の
生
き
が
い

対
策
は
。

市
長　

都
会
を
離
れ
て
田
舎

で
暮
ら
す
方
々
も
増
え
て
い

る
。
現
在
実
施
し
て
い
る
事

業
を
充
実
さ
せ
た
い
。

問　

人
口
減
少
対
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
。

市
長　

子
ど
も
た
ち
が
夢
と

希
望
を
持
ち
、
年
寄
り
は
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問　

高
齢
者
一
人
暮
ら
し
へ

の
方
策
は
。

市
長　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

設
置
を
検
討
し
た
い
。

働
き
盛
り
の
若
年
層
へ
の
政
策
は

市
長
／
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

久長　登良男議員

人
口
減
少
対
策
は

農
業
対
策
は

基盤整備が進んでいる圃場

旧町名 要整備量
ha

整備済量
ha

整備率
％

水田

大隅町 429 344 80.2 
財部町 772 594 76.9 
末吉町 870 687 79.0 
計 2,071 1,625 78.5 

畑

大隅町 1,191 626 52.6 
財部町 967 476 49.2 
末吉町 1,894 1,448 76.5 
計 4,052 2,550 62.9 

全体

大隅町 1,620 970 59.9 
財部町 1,739 1,070 61.5 
末吉町 2,764 2,135 77.3 
計 6,123 4,175 68.2 

旧町毎の区画整理率

遊休農地の面積

田 314.5 ha
畑 382.7 ha
合計 697.2 ha
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国保税の値上げはしない取り組みを
市長／今、値上げをしないとは答えられない

問　
来
年
度
か
ら
国
民
健
康

保
険
は
都
道
府
県
に
統
一
さ

れ
る
。
市
は
国
保
税
の
値
上

げ
は
し
な
い
姿
勢
で
対
応
す

べ
き
で
は
。

市
長　

県
の
試
算
結
果
や
住

民
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
て
検

討
し
た
い
。

問　

答
弁
が
弱
い
、
値
上
げ

し
な
い
と
明
確
な
答
弁
を
求

め
た
い
。

市
長　

今
、
値
上
げ
し
な
い

と
は
答
え
ら
れ
な
い
。

問　

事
業
主
体
に
つ
い
て
、

建
設
と
オ
ー
プ
ン
の
時
期
、

赤
字
運
営
と
す
べ
き
で
は
な

い
。
財
部
駅
に
特
急
な
ど
停

め
た
い
と
あ
る
が
、
乗
降
客

を
何
名
増
や
し
た
ら
、
そ
れ

が
で
き
る
の
か
。

	
	

市
長　

事
業
主
体
は
決
め
て

い
な
い
。
任
期
４
年
内
に
オ

ー
プ
ン
し
た
い
。
赤
字
を
出

す
こ
と
は
ま
っ
た
く
考
え
て

い
な
い
。
特
急
、
急
行
の
停

車
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
Ｊ
Ｒ

と
は
話
は
し
て
い
な
い
。

問　

答
弁
を
聞
い
て
、
選
挙

の
公
約
が
先
行
し
て
い
る
。

今
後
深
い
議
論
と
慎
重
な
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

慎
重
に
議
論
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問　
失
敗
さ
せ
て
は
い
け
な

い
。
一
歩
ず
つ
慎
重
な
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

慎
重
に
進
め
た
い
。

問　

来
年
４
月
か
ら
、
市
が

3
分
の
1
を
負
担
し
た
い
と

答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
財
源

は
。

市
長　

市
内
の
小
中
学
校
を

対
象
に
、
年
間
３
８
０
０
万

円
は
ふ
る
さ
と
納
税
で
対
応

し
た
い
。

問　

場
所
、
事
業
主
体
、
内

容
、
事
業
の
収
支
、
建
設
と

オ
ー
プ
ン
は
。

市
長　

場
所
は
決
め
て
い
な

い
。
Ｊ
Ａ
、
ナ
ン
チ
ク
と
取

り
扱
う
内
容
等
は
、
協
議
を

し
て
い
る
。
収
支
の
黒
字
は

む
ず
か
し
い
。
任
期
４
年
内

に
部
分
的
な
形
で
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
い
。

徳峰　一成議員

財
部
駅
前
の
屋
台
村
建
設
は

農
業
公
社
設
立
は

☆政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています。（公職選挙法より）

国保会計、市民の負担増を抑える取り組み

年度 基金取り崩し 一般会計繰入
21 ２億円
22 8,871 万円
23 ２億８千万円
24 ３億円 ８千万円
25 ２億円
26 1 億２千万円
27 9 千万円
28 ２億５千万円
29 1 億５千万円

給
食
費
の
負
担
軽
減
を

屋台村は、最終的には
収支が赤字か黒字かで
結論を出すべきでは
ないでしょうか

財部駅の全景
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問　
災
害
対
策
費
の
内
容
は
。

答　

地
震
等
災
害
発
生
時
に
お

け
る
、
被
災
１
日
後
の
避
難
者
想

定
数
６
５
０
人
の
１
．
５
日
分
の

備
蓄
物
資
の
購
入
費
で
あ
る
。

問　

被
災
時
に
お
け
る
避
難
者

６
５
０
人
、
備
蓄
物
資
な
ど
の
積

算
の
根
拠
は
。

答　

鹿
児
島
県
が
平
成
26
年
2

月
に
ま
と
め
た
「
鹿
児
島
県
地
震

等
災
害
被
害
予
測
調
査
報
告
書
」

に
お
い
て
、
曽
於
市
で
人
的
被
害

が
最
大
と
想
定
さ
れ
る
「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
」
が
発
生
し
た
場

合
の
被
害
状
況
を
想
定
し
た
積
算

で
あ
る
。

問　

小
規
模
水
道
施
設
改
修
の

内
容
は
。

答　

坂
元
、
坂
元
榎
木
段
、
八

木
塚
、
通
山
水
道
組
合
は
、
老
朽

化
に
よ
る
ポ
ン
プ
等
の
取
り
替
え
。

岩
元
・
縄
瀬
飲
雑
用
水
道
組
合
は
、

水
質
悪
化
に
よ
る
他
水
道
か
ら
の

水
道
引
き
込
み
及
び
配
管
工
事
。

中
野
水
道
組
合
は
、
新
し
く
井
戸

を
掘
削
す
る
た
め
の
工
事
費
で
あ

る
。

委 員 会 報 告
第３回定例会では、各常任委員会に付託となった議案・陳情について審査を行いました。

　
総
務
常
任
委
員
会　
（
山
田
義
盛
委
員
長
）

平
成
29
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）
所
管
分

＊委員会付託とは…議会に提案された議案などの審査を担当の委員会へ依頼すること。
　委員会審査が終わると委員長は、本会議でその結果を報告し、審査結果を参考に議決します。

曽於市クリーンセンターを視察している様子

クリーンセンターごみ焼却施設
基幹的設備改良工事請負
契約の締結 全会一致　

可決
【工事内容】
　受入供給設備、燃焼設備、燃焼ガス
冷却設備等改修が主なもので、今回の
改修により、1 炉、１系列方式となり、
修理時、点検時において１炉運転が可
能となる。

【相手方】
　虹

こう

技
ぎ

株式会社（兵庫県　姫路市）

【契約金額】
　15 億 5,412 万円

【工期】
　　平成 32 年 3 月 19 日まで
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問　
就
学
援
助
シ
ス
テ
ム
導
入
業

務
委
託
料
の
内
容
は
。

答　

こ
れ
ま
で
は
就
学
援
助
金

を
学
校
で
支
給
し
て
い
た
も
の
を
、

来
年
度
か
ら
口
座
振
込
等
に
変
更

す
る
た
め
の
予
算
措
置
で
あ
る
。

問　
公
民
館
施
設
工
事
費
の
内
容

は
。

答　

大
隅
中
央
公
民
館
の
空
調

設
備
取
替
工
事
費
が
1
３
８
万
円
、

大
隅
恒
吉
地
区
公
民
館
裏
の
法
面

災
害
工
事
費
が
96
万
円
で
あ
る
。

問　
大
隅
中
央
公
民
館
の
空
調
設

備
は
い
つ
頃
設
置
し
た
の
か
。

答　
大
隅
中
央
公
民
館
２
階
会
議

室
の
空
調
設
備
は
昭
和
60
年
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問　
オ
ガ
粉
製
造
施
設
が
森
林
組

合
の
敷
地
内
に
設
置
さ
れ
る
が
騒

音
・
粉
じ
ん
等
の
周
辺
へ
の
問
題

や
民
間
と
競
合
し
な
い
か
。

答　
敷
地
内
の
奥
に
造
ら
れ
、
住

宅
等
か
ら
離
れ
て
い
る
。
肥
育
農

家
を
対
象
と
し
た
も
の
で
現
況
の

民
間
だ
け
で
は
原
料
が
少
な
い
た

め
、
需
要
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。

　

調
停
は
、
市
営
住
宅
使
用
料
の

長
期
滞
納
者
と
そ
の
連
帯
保
証
人

に
対
し
て
、
市
営
住
宅
の
明
け
渡

し
等
の
請
求
を
相
手
方
の
住
所
地

を
管
轄
す
る
簡
易
裁
判
所
に
申
し

立
て
る
も
の
で
あ
る
。
訴
訟
は
長

期
滞
納
者
に
対
し
て
、
市
営
住
宅

の
明
け
渡
し
等
を
曽
於
市
を
管
轄

す
る
簡
易
裁
判
所
に
提
起
す
る
も

の
で
あ
る
。
少
額
訴
訟
は
、
60
万

円
以
下
を
求
め
る
も
の
一
回
の
審

理
で
紛
争
解
決
を
図
る
も
の
で
あ

る
。

　
建
設
経
済
常
任
委
員
会　
（
伊
地
知
厚
仁
委
員
長
）

平
成
29
年
度　
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
所
管
分

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
　
（
調
停
・
訴
訟
・
少
額
訴
訟
）

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会　
（
徳
峰
一
成
委
員
長
）

平
成
29
年
度　
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
管
分

大隅中央公民館

第11回　全国和牛能力共進会の結果
ほうび号優等賞５席獲得！！

　平成 29年 9月 7日～ 11日に宮城県で開催
され、鹿児島県は全 9区のうち 4つの区で優等
賞 1席を取り、悲願であった和牛日本一の団体
賞を獲得した。本市出品の森岡徳幸さん所有の
「ほうび号」は 3区（若雌の 2）で優等賞 5席
に選ばれた。
　次回 5年後に開催される本県での連覇へ向け
て、さらなる改良と出品対策に努めてほしいも
のである。

全国和牛能力共進会の様子
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曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や
録画放送を行っています。曽於市ホームページより

『議会映像配信』をクリックしてください。

＊アドレス
http://www.city.soo.kagoshima.jp/
　　　　　　　　　…曽於市ホームページ

曽於市議会議員
選挙投票日    

11月19日（日）

現職議会議員の任期
11月30日まで

平成 29 年　第 3 回定例会　議決結果一覧
区 分 議案番号 件  名 付託先 議決結果

諮
問

第 2号 人権擁護委員候補の推薦（山内　千代子氏） － 適任

第 3号 人権擁護委員候補の推薦（田ノ上　晃氏） － 適任

同
意
案

第 20号 固定資産評価審査委員会委員の選任（高良　博夫氏） － 同意

第 21号 固定資産評価審査委員会委員の選任（有村　芳文氏） － 同意

第 22号 固定資産評価審査委員会委員の選任（大石　利久氏） － 同意

認
定
案

第 1号 平成 28年度曽於市水道事業会計決算の認定 建経 認定

第 2号 平成 28年度曽於市一般会計歳入歳出決算の認定 総務・文	
厚・建経 認定

第 3号 平成 28年度曽於市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定 文厚 認定

第 4号 平成 28年度曽於市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定 文厚 認定

第 5号 平成 28年度曽於市介護保険特別会計歳入歳出決算
の認定 文厚 認定

第 6号 平成 28年度曽於市公共下水道事業特別会計歳入歳
出決算の認定 建経 認定

第 7号 平成 28年度曽於市生活排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定 総務 認定

第 8号 平成 28年度曽於市笠木簡易水道事業特別会計歳入
歳出決算の認定 建経 認定
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平成 29 年　第 3 回定例会　議決結果一覧
区 分 議案番号 件  名 付託先 議決結果

議　
　
　

案

第 53号 曽於市畜産振興基金条例の一部改正 建経 可決

第 54号 曽於市営住宅条例及び曽於市有住宅譲渡条例の一部
改正 建経 可決

第 55号 曽於市曽於高等学校総合支援対策事業実施条例の一
部改正 文厚 修正可決

第 56号 訴えの提起（調停） 建経 可決

第 57号 訴えの提起（訴訟） 建経 可決

第 58号 訴えの提起（少額訴訟） 建経 可決

第 59号 平成 29年度曽於市一般会計補正予算（第２号） 総務・文	
厚・建経 可決

第 60号 平成 29 年度曽於市公共下水道事業特別会計補正予
算（第２号） 建経 可決

第 61号 平成 29年度曽於市水道事業補正予算（第２号） 建経 可決

第 62号 曽於市クリーンセンターごみ焼却施設基幹的設備改
良工事請負契約の締結 総務 可決

第 63号 平成 29年度曽於市一般会計補正予算（第３号） － 可決

傍聴席からみた議場内

　　　　　を
傍聴しませんか？

議会

次回の定例会は
12月1日　　開　　会
12月15日～19日
　　　　　　一般質問
12月22日　 閉　　会
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市
政
12
年
「
曽
於
市
議
会

だ
よ
り
」
と
し
て
創
刊
。

　

現
在
「
こ
ん
に
ち
は
議
会

で
す
」
と
し
て
今
回
で
第
50

号
と
な
り
ま
す
。
ご
愛
読

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
紙
面
づ
く
り
に
は
毎

回
腐
心
致
し
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
く
行

き
届
か
な
い
点
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　

　

さ
て
、
衆
議
院
解
散
総
選

挙
が
あ
わ
た
だ
し
く
終
わ

り
、
い
よ
い
よ
本
年
11
月
19

日
私
共
議
員
に
と
り
ま
し

て
４
年
毎
の
洗
礼
を
頂
く

日
が
ま
い
り
ま
す
。

　

去
る
者
、
残
る
者
、
来
る

者
と
悲
喜
こ
も
ご
も
の
ド

ラ
マ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
中

央
、
地
方
問
わ
ず
議
会
離
れ

が
言
わ
れ
る
昨
今
で
あ
り

ま
す
が
、
市
民
あ
っ
て
の
議

会
で
あ
り
、
曽
於
市
あ
っ
て

の
議
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
曽
於
市
発
展
の

為
、
一
体
感
を
持
っ
て
共
に

研
さ
ん
成
長
し
て
い
け
ま

す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
八
木
）

委  

員  

長　

上
村　

龍
生

副
委
員
長　

岩
水　
　

豊

委　
　

員　

宮
迫　
　

勝

　
　

〃　
　

渕
合　

昌
昭

　
　

〃　
　

八
木　

秋
博

　
　

〃　
　

迫　
　

杉
雄

発
行
責
任
者

議　

長　

原
田　

賢
一
郎

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

　お二人は、今年の 4月に末吉町原口の地域振興住宅に
入居されました。末吉出身のご主人はＪＡ勤務、鹿児島
市出身の奥さんは介護関係の仕事をされています。お二
人とも「ここは星空がきれいですよ」と、環境の良さを
アピールされていました。
　二人で地域の行事に参加するのが楽しみとのこと。「こ
の日も深川小学校の運動会で、地域の皆さんとリレー競
技で走ってきました。」

　　　　　　　　　　　　大迫　　幸
ゆき

人
と

さん（37歳）
　　　　　　　　　　　　　　絵

え り

里さん（38歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宮迫）

曽於市へようこそ
～市内の地域振興住宅にお住まいのご家族を紹介します～

編
集
後
記

表
紙
に
よ
せ
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

10
月
２
日
に
大
隅
町

の
岩
川
小
学
校
の
秋
季

大
運
動
会
が
、
秋
空
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

真
剣
な
顔
、
一
生
懸

命
な
姿
勢
、
す
ご
く
感

動
し
ま
し
た
。
多
く
の

元
気
を
も
ら
い
、
わ
が

子
は
い
な
く
て
も
、
応

援
に
熱
が
入
り
ま
し
た
。

成
績
発
表
の
時
、
子
ど

も
た
ち
の
感
動
の
奇
声

が
す
ご
く
心
に
残
り
ま

し
た
。
負
け
る
な
赤
組
、

負
け
る
な
白
組
、
と
も

に
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

（
岩
水
）

　

現
委
員
で
の
編
集
・
発
行

は
、
今
号
で
最
後
と
な
り
ま
し

た
。

　

次
号
よ
り
新
委
員
で
の
編

集
・
発
行
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
愛
読
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


